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研究概要

A)DNA分析による霊長類の系統解析
竹中 修･川本咲江1) ･リナ･H･ステイげ 2)

ミトコンドリアDNAには進化速度を異にする
鮫域があり,群内の個体差の検出から種間系統関

係まで､対象の霊長類のどの側面を解析するヲNこ
より使い分けることが可能である｡チトクローム

b退伝子の解析によるスラウ主シマカク7種間の

系統関係の解析を進めている｡また94,95年度

の海外学術調査による中部スラウェシのトンケア

ナとへツキの雑種形成地帯の計7群の試料につい

て､PCR増幅一本鎖DNA調製法を併用による
塩遊配列決決定比較を開始した｡

またこの研究の一環として進化系統部門の毛

刺,平井氏とインドネシア､カリマンタン島の調

査を行った｡アジアで種分化の著しいテナガザル

とアジア全域に生息するブタオザルの試料を得､

分析を開始した｡

B) 盟長板Y染色体DNAの進化
金 熊抹 3)･竹中 修

高等霊長頬特にホミノイドの各種はその繁殖構

造に差異があり､性的二型､追精能力も様々であ

る｡そこでY染色体DNAに注目し分析を行って
きた｡TSPY(Y染色体上精巣特異タンパク質)追
伝子についてニホンザルのcDNAの構造を決定し
た｡報告されているヒトの配列と比較した結果こ

のタンパク即ま内部に塩基性アミノ酸に富む飯域

を含み転写に関わるDNA結合タンパク質である
と推測した｡

C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能･

池化

景山 節

新世界ザルの代表としてワタボウシタマリンを

選び胃からペプシノゲンを抽出精製した｡A,C

成分が各1分子種づつ得られ 複数分子種が存在

するニホンザルなどのマカク甑,あるいはヒトに

比べて単純な組成であった｡両成分ともcDNAか
ら全塩基配列を決定し,分子系統樹を構築した｡

タマリンの分岐年代はヒト,ニホンザルの分岐年
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代より2倍ぐらい前に遡り,新旧世界ザルと類人

故の系統関係の概略を描くことができた｡

回虫カテプシンEインヒビターの生体での利用

を目的として酵母,大腸菌での発現実験を継続し

た｡

D)霊長類の止血､免疫機構

中村 伸

霊長類の生存に不可欠な生体防御系である止血

(血液凝固反応)免疫 (IgE産生応答)機構に関す
る研究を進めている｡

血液凝固反応系の開始因子である組綴因子

(¶ssueFactor､TF)について､単球でのγ鎖と
共役した受容体機能を担うことを明らかにし､

TFが細胞機能の調節にも関わることを示した｡
また､LPS投与による実験的炎症応答において､
肝臓や肺の末梢血管内で､活性化された好中球が

TFを発現する新知見を得､この好中球TFが炎症
初期の凝固冗進に関わることが示唆された｡

IgE産生異常が要因となるスギ花粉アレルギー

に関するblomedlcalな研究の一環として､肥満和

昭や好塩基喝表面のIgE受容体に対するヒト郵 ヒ

抗体を作成し､IgE受容体に対する阻音作用を検

討した ｡この抗体は､ニホンザルのIgE受容体に

も強く結合し,好塩基球での抗原特異的ヒスタミ

ン遊離を疏著に抑制した｡また,ニホンザルを用

い､この抗体のFab処理による抗原性と血中動態
への影響なども検討した｡

E)霊長規特異酵素の解析

浅岡一雄

ニホンザルとヒトによる抗マラリア薬クロロキ

ンの代謝酵素を比較検索し霊長規の特異性を解析

した｡代謝物は高速液体クロマトグラフィーで分

離定量し帝素活性を測定した｡サル肝臓の小お宮

においてミクロゾームに高い比活性と収率が路め

られた｡サル肝臓の酵素活性はKm,Vmaxおよび

Cfにおいて雌雄に差は無く､ヒト酵素に比較して

高い反応性を示し有意差が認められた｡

1)技術補佐員 2)日本学術振興会論博研究生
3)大学院生
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ー47-



8)中村 伸､日暮愛一郎､大里敬一 (1996)

¶ssueFactor発現細胞としての頼粒球の新機

能.弟58回日本血液学会､tnt.J.Hematol.

63(Suppl.1):295(♯760).
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pathwaylnhibltor(TFPI)の変動､第19回日
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14)平島 豊､中村 伸､遠藤俊郎､桑山直也､

成瀬僅知､高久 晃 (1996)クモ膜下出血患者

内頚動脈血中のPAF､サイトカイン､組紐因子

の変化.第19回日本止血血栓学会､血栓止血誌

7:427(#145).

15)碑木秀一､日暮愛一郎､岡本好司､伊藤英明､

大里敬一､中村 伸 (1996) ウサギ胆管炎モ

デルにおける臓器陣容に対するDEGR-ⅤⅠIaの

効果.第19回日本止血血栓学会､血栓止血誌

7:428(#148).

16)浅岡一雄 (1996)抗マラリア薬クロロキンの

酵素的分解.平成8年度日本英学令東海支部例

会 (静岡),フアルマシア32:1558.

17)小林直子､小野聡､筒井通雄､浅岡一雄､成

松鏡雄 (1996)サ ル肝 上清画分による

Propranolol活 性 代 謝 物 4-

Hydr∝ypropranololの硫酸抱合反応における

立体選択性-ヒト肝癌由来HepG2細胞との比

較-.篤11回年会日本薬物動態学会 (金沢).

二ホンザル野外観察施設

大沢秀行 (施設長 ･兼)･束 滋

渡辺邦夫 ･足沢貞成1)

本施設の運営は上記3教官のほか､森 明雄 ･

鈴木 晃 ･山極寿一によって進められた｡平成元

年度の各ステーションの状況は次の通りである｡

1.幸島観察所

事島の群れは昭和23年以来の蓄積された資料を

もとに､野外観察施設の中では独自の位置を占め

ている｡主群のボスである老齢のノソ (29才)は､

今年も健在でなおその地位を保っており､長寿記

録を塗り替えつつある｡昨年の冬は､渡り鳥のツ

グミやヒヨドリなどが記録的に少なかったらし

く､全島的に木の実がずっと豊富であった｡その

影響であろうか､17頭 (内2は双子､1死産)の

出産があった｡特箪すべきことは､1972年に餌

を減らして以来､1才以下の子持ちメスによる連

年出産は全く見られなかったのが､今年に限って

3例もあったことである｡その後､11頭が死亡

して新生児は6頭が残るだけであるが､自然条件

が群れの繁殖に及ぼす影響の大きさをみせつけら

れた1年であった｡なお双子の出産は､幸島では

2例日である｡また連年出産のチガヤの子が､生

後5日ほどで子供をなくしたばかりのユズに誘拐

され､そのままになってしまう事件もあった｡な

おチガヤの子はその後､3-4ケ月で死亡してい

る｡主群とマキグループの間での､オスの交代が

あいかわらず頻繁に起こっており､2-3年前と

は大幅に顔ぶれが交代した｡平成9年3月の時点

での島内の個体数はマキグループ12頭を含め90

頭である｡

天然記念物である幸島のサルを守るため､文化

庁の指導の下 ｢幸島猿生息地保護対策検討委員会｣

が定期的に集まりをもち､｢天然記念物 r幸島サ

ル息地』保存管理計画書｣を作成した｡その基礎

資料を得るために､昆虫や植物相などより総合的

な調査が進められた｡その結果､1970頃と比べ

ると植生の変化がかなり大きかったことが分かっ
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